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連
携
や
協
働
化
、
大
規
模
化
の

環
境
整
備
を
目
指
し
て

　
人
口
減
少
や
急
速
な
高
齢
化
、
地
域
社
会
の
脆
弱

化
等
の
社
会
構
造
の
変
化
の
な
か
で
、
社
会
福
祉
法

人
に
は
既
存
の
社
会
保
障
制
度
や
社
会
福
祉
制
度
で

は
対
応
が
困
難
な
地
域
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
把
握
・

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１

６
年
の
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
経
営
組
織
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
等
の

ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
も
、
各

地
域
で
広
が
り
を
み
せ
て
き
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
の
現
状
を
み
る
と
、
法
人
数

は
２
０
１
７
年
度
に
は
２
万
８
３
８
法
人
と
、

多
少
鈍
化
は
し
て
い
る
も
の
の
年
間
１
７
０
件

程
度
の
ペ
ー
ス
で
増
加
が
続
い
て
お
り
、「
サ
ー

ビ
ス
活
動
収
益
」
の
規
模
別
で
は
１
～
２
億
円

（
26
・
5
％
）
が
最
も
多
く
、次
い
で
１
億
円
未

満
（
15
・
４
％
）、
２
～
３
億
円
（
13
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
る
（
平
均
は
約
５
億
円
）。
事
業

分
野
に
つ
い
て
は
、
収
益
規
模
が
５
億
円
未
満

の
場
合
は
約
88
％
が
単
独
事
業
分
野
を
実
施
し

て
い
る
の
に
対
し
、
20
億
円
以
上
の
場
合
は
約

87
％
が
複
数
の
事
業
分
野
を
実
施
し
て
い
る

（
図
１
）。
な
お
、
収
益
規
模
が
５
億
円
未
満
の

社
会
福
祉
法
人
は
、
児
童
福
祉
分
野
の
み
を
行

っ
て
い
る
法
人
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　現役世代の減少が見込まれるなか、複
数の法人が事業の一部を協働化するこ
とにより、事業の効率性を高めるととも
にサービスの質の向上につなげること
を目指し、本年４月から厚生労働省の社
会福祉法人の事業展開等に関する検討
会、社会保障審議会福祉部会等で、社会
福祉法人の事業連携、経営の協働化・大
規模化、合併等が議論されています。「地
域医療連携推進法人のような、社会福祉
法人が主体となった連携法人制度」の創
設といった案も出るなか、社会福祉法人
の今後の経営のあり方を
考えます。

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
、

協
働
化
・
大
規
模
化
の
方
向
性

図１…社会福祉法人の事業展開等に関する検討会（第１回／2019年4月19日）資料３より
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収益規模別、社会福祉事業分野別の社会福祉法人の割合図 1

※平成30年4月1日時点の現況報告書（福祉医療機構現況報告書開示システムより、厚生労働省福祉基盤課にて集計）
※社会福祉協議会、一部データに不備のある法人を除く。

※各法人が実施している社会福祉事業について、高齢、児童、障害、その他の4分野に分けて集計
　（複数の分野を実施している場合は、「複数事業」として分類）
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た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、
連
携
・
協
働

の
結
合
の
度
合
の
高
低
に
よ
り
、
自
主
的
な
施
設
・

法
人
間
連
携
・
協
働
の
各
種
取
り
組
み
か
ら
事
業
譲

渡
・
合
併
に
至
る
ま
で
を
分
類
し
、示
し
て
い
る（
４

頁
図
２
）。

　
検
討
会
で
主
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
社
会

福
祉
協
議
会
の
積
極
的
な
活
用
、
②
「
社
会
福
祉
法

人
が
主
体
と
な
っ
た
連
携
推
進
法
人
制
度
」の
創
設
、

③
社
会
福
祉
法
人
の
合
併
、
の
３
点
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
地

域
の
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者

（
社
会
福
祉
法
人
等
）
の
過
半
数
が
参
加
し
て
お
り
、

都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
、
都
道
府
県

域
で
の
複
数
法
人
間
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
３
月
末
時

点
で
45
都
道
府
県
に
お
い
て
、居
場
所
づ
く
り
や
総

合
相
談
、生
活
困
窮
者
支
援
等
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
医
療
分
野
に
お
い
て
は
連
携
・

協
働
化
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
医
療
連
携
推

進
法
人
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人

も
参
画
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。
連
携
に
自
主

的
に
取
り
組
む
際
、
と
り
う
る
連
携
方
策
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
、
今
後
、
新
制
度
の
創
設
に
向
け
た

検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
の
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
を
参
考
に
、

合
併
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
行
わ
れ
た
が
（
２
０

１
７
年
４
月
施
行
）、
合
併
認
可
件
数
は
、
年
間
10

～
20
件
程
度
で
推
移
し
て
い
る（
４
頁
図
３
）。合
併

を
行
っ
た
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
調

査
で
は
、
合
併
目
的
（
複
数
回
答
）
は
「
業
績
不
振

　
多
く
の
法
人
で
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
す
で
に
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
に
転

じ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
以
降
は
さ
ら
に
減
少
が
加

速
す
る
な
ど
、２
０
４
０
年
に
向
け
て
中
長
期
的
に
、

人
手
不
足
等
の
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

　
ま
た
、「
経
済
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る
中
間
整

理
」（
２
０
１
８
年
11
月
26
日
未
来
投
資
会
議
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
、

規
制
改
革
推
進
会
議
）で
は
、「
経
営
の
安
定
化
に
向

け
て
、
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
統
合
、運
営
の
共
同
化
の
方
策
や
、医
療
法
人
と
社

会
福
祉
法
人
の
連
携
方
策
を
検
討
す
る
」と
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、近
年
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
地
域
共
生
社
会
の
実
現
等
、
地
域
で
連
携
し
て
サ

ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
連

携
や
協
働
化
、
大
規
模
化
の
対
応
を
推
進
し
や
す
い

環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
本
年
4
月
か
ら

「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開
等
に
関
す
る
検
討
会
」

で
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
同
検
討
会
は
こ
れ
ま
で
に

３
回
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
社
会
保
障
審
議
会
福

祉
部
会
へ
報
告
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。

連
携
、
協
働
化
・
大
規
模
化
の

５
つ
の
意
義

　
報
告
の
内
容
を
み
る
と
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け

る
連
携
、
協
働
化
・
大
規
模
化
の
意
義
と
し
て
①
人

材
確
保
・
資
質
向
上
、
②
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
り
組
み
、
③
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
、
④
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
福
祉
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
、
⑤
事
業
運
営
の
効
率
化
・
安
定
化
、
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
他
法
人
と
の
人
事
交
流
、
合
同

面
接
会
の
開
催
・
福
祉
を
広
め
る
活
動
の
実
施
、
合

同
研
修
の
実
施
等
を
法
人
間
で
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
新
規
職
員
の
採
用
、

離
職
防
止
に
資
す
る
活
動
が
可
能
と
な
る
、
と
し
て

い
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
居
場
所
づ
く
り
・
見
守
り
、
生

活
困
窮
者
支
援
、
学
習
支
援
、
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
、
法
人
単
独
で
は
取
り
組
み
に
く
い
も

の
に
も
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
す
る
効
果

が
期
待
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人

が
種
別
を
超
え
て
連
携
・
協
働
化
す
る
こ
と
で
、
課

題
へ
の
総
合
包
括
的
な
対
応
力
が
増
進
し
、
地
域
住

民
と
協
働
し
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
が
よ
り
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
④
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
地
域
に
お
い
て
、
量

と
し
て
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
減
少
す
る
な
か
、
子
育
て

支
援
か
ら
高
齢
者
ケ
ア
に
至
る
幅
広
い
福
祉
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
機
能
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
連
携
・

協
働
化
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
指

摘
し
て
い
る
。

　
⑤
に
つ
い
て
は
、
必
要
資
材
の
共
同
購
入
を
す
る

場
合
に
お
け
る
、
共
同
の
価
格
調
査
・
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
価
格
交
渉
の
実
施
、
給
食
の
共

同
実
施
等
が
期
待
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。

社
協
の
活
用
を
は
じ
め
と
す
る

具
体
的
対
応
も
示
す

　
連
携
、
協
働
化
・
大
規
模
化
の
意
義
を
実
現
す
る
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